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　右の2枚の写真は、愛宕町在住の 阿  野  尾  敏  子 さん
あ の お とし こ

（79歳）が写した昭和35年ごろのJR佐世保駅周辺
と国道35号の写真です。
　右上の写真は、市営バスターミナル（現駅前バス
センター）でバスを待つ間に写したそうです。噴水
と地下道への入口が写っており、国道35号を隔て
て佐世保駅が見えます。市営バスターミナルと駅前
広場を結ぶ地下道は、昭和33年に完成しました。
地下道には飲食店などが並ぶ地下商店街がありまし
たが、駅周辺再開発事業で姿を消しました。駅舎は、
平成13年に近代的な建物に生まれ変わりました。
　右下の写真は、バスの発車後、運転席の横から窓
ガラス越しに国道35号周辺を写したものです。こ
のころの市バスには、まだ車掌が乗っていました。
国道の拡張工事は昭和30年に 竣工 しましたが、ま

しゅんこう

だ今ほど交通量も多くなく、沿道の建物もコンク
リート造りのビルはあまり見られないようです。

　【懐かしい佐世保の写真をお寄せください】
　写真にまつわるお話と住所、氏名、電話番号を書
き、「思い出の一枚」担当あてと明記してください。
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　確定申告とは、その年の所得金額から納税者自身
で所得税額を計算し、申告して納税することです。
　
　所得金額は、収入から必要経費（給与所得者は給
与所得控除額）を除いた金額です。さらに、所得金
額から配偶者控除など各種所得控除をした金額が課
税所得金額で、これに税率を乗じて所得税額を算出
します。

　給与所得者は、給与やボーナスの支給ごとに所得
税の概算額が源泉徴収（天引き）され、年末に会社
などが本来の税額と概算額の過不足を精算してくれ
ます。これを、年末調整といいます。

　年末調整で所得税が精算される人は、基本的に確
定申告をする必要はありませんが、「給与所得や退
職所得以外の所得がある」「給与収入が2,000万円を
超える」「2カ所以上の会社から給与などを受け取っ
ている」などに該当する場合は、確定申告が必要で
す。また、「1年間に支払った医療費が10万円を超
える」「家を購入してローンを組んだ」「年の途中で
退職した」などの場合には確定申告をすると税金が
還付されることがあります。
　
　確定申告は、2月16日から税務署で受け付けます
（税の還付は、1月から受け付け開始）。
　なお、市役所では、2月3日から原則として市県民
税、国民健康保険税の申告書と、給与・年金の確定
申告書だけを受け付けます（15ページ参照）。

　　　　　●お尋ね　
　　　　　　〈所得税の確定申告について〉
　　　　　　　佐世保税務署（�22-9196）
　　　　　　〈市県民税、国民健康保険税について〉
　　　　　　　市役所市民税課（�24-1111）

「確定申告」とは？

行政用語やカタカナ用語など
で、「耳にはするけど、よく分か
らない」というものがあれば、お
寄せください。
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広報紙に対するご感想や日ご
ろ感じていることなど、お便りを
お寄せください。

　問題の○中に文字を入れてください。答えのヒン
トは、紙面の中にあります。
　全問正解者の中から抽選で、毎月5人に図書券を
プレゼントします。紙面の都合上、発表は発送を
もって代えさせていただきます。
　

問題①　旧戸尾小学校跡地に開設された「させぼ市
　　　　民活動交流○○○」は、市民公益活動団体
　　　　の活動の拠点として活用されています。

問題②　石岳展望台は、ハリウッド映画「ラスト○
　　　　○○○」で、九十九島の風景が撮影された
　　　　場所です。

問題③　1年の無火災を願い、市民の皆さんの防火
　　　　意識を深めるため、1月6日に消防○○式
　　　　が開催されます。

※前回の答えは①トレイン　②火災　③10でした。
　たくさんのご応募ありがとうございました。

はがきまたはEメールで答えと
住所、氏名、年齢、電話番号、広
報紙へのご意見を書いて、12月
23日までにお送りください。

 　いつも、たくさんのお便りありがとうございま
す。お便りをいくつかご紹介します。

●10月号の特集「消費生活ガイド」を読んで、実家
　の母にも架空請求のはがきが来ていたことを思い
　出しました。心理的に不安をあおってお金を払わ
　せようとするなんて許せません。このような犯罪
　がなくなる方法はないのでしょうか…。

●11月号の特集「佐世保の食べ物」では、郷土料理
の作り方が載っていて、うれしくてお便りしまし

た。料理の本はたくさんあっても、なかなか地元
の味に近づけません。親類などが集まったときに、
わたしが作る料理を食べてもらうことがあります
が、おいしく作れず憂うつになることがありまし
た。地元の方たちのように作れたらと思っていた
ところに「佐世保の食べ物」の記事を見つけ、本
当にうれしかったです。今度は、おいしいと言っ
てもらえるよう頑張ります。

●11月号の特集は、楽しく、興味深く読みました。
　もろぶたずしは、わたしの得意メニューの一つで
　す。作っては、友人、知人に食べてもらっていま
　す。

●わたしは佐世保出身で現在市外に住んでいますが、
　広報させぼは市のホームページや帰省したときに
　読んでいます。特に楽しみなのは、特集や歴史散
　歩、思い出の一枚です。




